
授業コード：21102600 

授業科目  ＊基礎看護学実習Ⅰ 単位  1 

履      修  必修 関連資格 高一種免（看護） 養教一種免 ナンバリング NU11209J 

開講年次  1 年 開講時期 後期 該当ＤＰ  DP1-2 DP2-1 DP4-1 DP4-2 DP5-1 

担当教員  小田  日出子、隅田 由加里、金山 正子 

授業概要  

【実務家教員担当科目】 

看護学生として他者とのコミュニケーションを通して自己の傾向や特徴を知るとともに、既習の知識および技術を活用し

ながら、入院生活を送る患者を生活者として理解する。また患者と関わる中で、看護者としての態度や姿勢について考

え、患者の生活上のニーズを見出す能力を養う。 

各教員は実務家教員として看護を提供してきた経験をもつ。基礎看護学実習Ⅰにおいては、患者や臨地実習指導者と

のコミュニケーションを通して、看護の基盤となる援助的人間関係の基本的技術を習得できるよう支援する。また看護

職として求められる姿勢や態度について考えることができるように支援する。 

学生が達成すべき       

行動目標 

基礎看護学実習Ⅰは、以下１～4の実習目標のもと、各個別行動目標（詳しくは2018年度看護学実習要綱の

実習目標）の達成を目指して実施する。 

１．対人関係を通して患者との相互作用を振り返り、自己のあり方や相手の気持ちを考えることができる。 

２．既習の知識・技術を通して生活者としての対象を理解することができる。 

３．日常生活行動の援助を通して患者のニーズに気づくことができる。 

４．看護者に求められる態度・姿勢について考え行動することができる。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0  0  30  10  0  60  100 
 

知識・理解 (DP1-1) 
        

知識・理解 (DP1-2) 
     

 10  10 
 

知識・理解 (DP1-3) 
        

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1) 
  

 30 
   

 30 
 

思考・判断 (DP2-2) 
        

関心・意欲 (DP3-1) 
        

関心・意欲 (DP3-2) 
        

態度         (DP4-1) 
     

 10  10 
 

態度         (DP4-2) 
   

 10 
  

 10 
 

態度         (DP4-3) 
        

技能・表現 (DP5-1) 
     

 40  40 
 

技能・表現 (DP5-2) 
        

技能・表現 (DP5-3) 
        

 
具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

１．対人関係を通して患者との相互作用を振り返り、自己のあり

方や相手の気持ちを考え記述できる。 

１）患者との初めての出会いに相応しい態度で接している。 

２）自己のコミュニケーションの傾向を客観的に記述できる。 

３）自己のコミュニケーションが患者に与える影響を記述できる。 

４）患者とのコミュニケーションを通して言語的・非言語的表現の

意味を考え、患者の言動や反応を整理できる。 

２．既習の知識・技術を通して生活者として対象を理解することが

できる。 

１．対人関係を通して患者との相互作用を振り返り、自己のあり

方や相手の気持ちを考えるできる。 

１）患者との初めての出会いに相応しい態度について気づくこと

ができる。 

２）自己のコミュニケーションの傾向に気づくことができる。 

３）自己のコミュニケーションが患者に与える影響に気づくことが

できる。 

４）患者とのコミュニケーションを通して言語的・非言語的表現の

意味を考えることができる。 
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１）患者の健康時の日常生活行動を把握し記述できる。 

２）入院によ 

２．既習の知識・技術を通して生活者として対象を理解すること

ができる。 

１）患者の健康時の日常生活行動について述べることができ

る。 

 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 

基礎看護学実習Ⅰ（１単位）の詳細については「2019

年度 看護学実習要綱」を参照。 

１．実習単位・時間数：1 単位 45 時間 

２．実習期間：2020 年 2 月 24 日（月）～3 月 2 日（月）

（※土・日・祝日を除く） 

３．実習時間：8時 30～15時 30分、（※学内演習時間

は 9時 00 分～16 時 00 分） 

４．実習概要：患者とのコミュニケーションをとり、望ま

しい患者‐看護者関係の形成を目指します。また他者

との関わり通して、自分自身の言動や立ち振る舞い、

感情の生起などを客観的に振り返る機会とします。患

者の生活上のニーズを判断 

事前学習（自主学

習／演習） 

【予習】  

実習前の事前準備として、以

下の通り、学内での自主演習

取り組む。日時：2 月 18 日

（火）・19日（水）9時00分～17

時 00  

＊上記 2日間は「自主学習期

間」として6号館3階看護学実

習室を開放する。なお 2月 21

日（木）はコミュニケーション演

習を行い、プロセスレコードの

記載に取り組む＊基礎看護学

実習Ⅰで求められるコミュニケ

ーション技法、生活援助技術

及びヘルスアセスメントの実

践に備え、既習の知識・技術

の習得状況を自主的に確認

する。 

＊臨床実習中に必要とされる

ケア技術の習熟を図る。 

＊受け持ち患者決定後 

120 

2 

学内オリエンテーション 

＊日時： 

第１回 2020 年 2 月初旬  

第２回 2020 年 2 月 21 日（金）9:00～13：00 

＊場所：第１回・第 2 回とも、集合場所等は掲示板で

連絡する。 

＊オリエンテーション内容： 

①学科長挨拶 

②実習全体オリエンテーション 

③基礎看護学実習Ⅰの概要説明（実習記録の説明含

む） 

④医療安全と個人情報保護の説明 

⑤実習施設別実習生配置表の配布 

⑥実習施設別オリエンテーション（受け持ち患者の説

明含む） 

⑦緊急連絡網の作成、実習誓約書の記録など 

事前学習（自主学

習／演習） 

【予習】 

・実習前の事前準備として、基

礎看護学実習Ⅰで求められる

コミュニケーション技法、生活

援助技術及びヘルスアセスメ

ントの実践に備え、既習の知

識・技術の習得状況を自主的

に確認する。 

・受け持ち患者の理解に必要

な、既習の知識を整理する。 

 120 

3 

臨地実習（４日間） 

＊日時：2020 年 2月 25日（火）8時 30分～2月 28日

（金）15 時 30 分 

＊臨地実習初日：2 月 25 日（火）8 時 30 分～15 時 30

分 

・病棟オリエンテーション 

・受け持ち患者紹介 

・受け持ち患者を生活者として理解するためコミュニケ

ーションをとる。 

臨地実習 【予習・復習】 

・１日の振り返り、実習記録の

整理  

・課題の調べ学習・プロセスレ

コードに記載できる場面を選

定し、記載する。 

 【予習・

復習】

180 
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・プロセスレコードに記載できる場面の選定・検討 

4 

＊臨地実習 2日目：2 月 26 日（水）8 時 30 分～15 時

30 分 

・受け持ち患者を生活者として理解するためコミュニケ

ーションをとる。 

・プロセスレコードに記載できる場面の選定・検討 

臨地実習 【予習・復習】 

・１日の振り返り、実習記録の

整理 

・課題の調べ学習 

・プロセスレコードに記載でき

る場面を選定し記載する。 

・プロセスレコードを通して自

己の援助者としてのコミュニケ

ーションを分析し、１回目のプ

ロセスレコードの完成を目指

す。 

 【予習・

復習】

180 

5 

＊臨地実習 3日目：2 月 27 日（木）8 時 30 分～15 時

30 分 

・１回目のプロセスレコードで明らかになった自身の傾

向と学びを踏まえ、患者とコミュニケーションをとり、生

活上のニーズを探る。 

・2 回目のプロセスレコードに記載できる場面の選定・

検討を行い記載する。 

・自己の援助者としてのコミュニケーションを分析す

る。 

・１回目のプロセスレコードの記載に至らなかった学生

は、教員の指導を受けて完成させる。 

臨地実習 【予習・復習】 

・１日の振り返り、実習記録の

整理・課題の調べ学習 

・２回目のプロセスレコードに

記載できる場面を選定し、記

載する。 

・プロセスレコードを通して、患

者の生活上のニーズを考え、

患者に必要な日常生活援助

を検討する。 

 【予習・

復習】

180 

6 

＊臨地実習最終日：2 月 28 日（金）8 時 30 分～15 時

30 分 

・プロセスレコードで明らかになった自身の傾向（特

徴）と分析内容を踏まえ、再度患者とコミュニケーショ

ンをとる。 

・２回目のプロセスレコードを記載して自己のコミュニ

ケーションを分析する。 

・患者とのコミュニケーションを通して、生活上のニー

ズを検討する。 

・患者ニーズに基づいた日常生活援助を導き出せた

学生は、看護実践課程用紙を記載し、指導者および

教員の助言を受け、見学または実施を行う。 

臨地実習 

最終カンファレンス 

【予習・復習】 

・１日の振り返り、実習記録の

整理・課題の調べ学習 

・最終提出日までにプロセスレ

コードを最低２場面分記載し、

コミュニケーションのあり方に

ついて理解を深める。 

・最終提出日までに、プロセス

レコードを通して導き出した患

者の生活上のニーズから、患

者に必要な日常生活援助を

検討し、看護実践課程用紙を

完成させる。 

 【予習・

復習】

180 

7 

＊学内演習日（事後学習日）：3 月 2 日（月）9 時 00 分

～16 時 00 分 

・臨地実習記録のまとめを中心に、患者の心理や生

活上のニーズの整理や、臨地実習での経験的学びの

振り返りを、学生個々の自主的・主体的な学習を軸に

進めていく。 

＊事後学習の主な課題 

１．実習全般の振り返り及び必要な臨地実習記録の

記載・最低２場面のプロセスレコードの修正・加筆・看

護実践課程用紙の修正・加筆 

２．指定された最終提出期限までに、臨地実習記録の

提出を済ませられるよう、臨地実習記録全般の見直し

と充実・整備を図る。  

＊実習評価のための「 

事後学習：自主学

習と個人面談 

【事後学習での課題】 

１．最低２場面のプロセスレコ

ードの修正・加筆 

２．看護実践課程用紙の修

正・加筆３．基礎看護学実習

Ⅰのまとめの修正・加筆 
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理解に必要な予備

知識や技能 

この１年間で学習した総合人間科学（心理学）、専門基礎科目（看護形態機能学Ⅰ・Ⅱ、対人関係論、）、看護

専門科目（看護技術論、生活援助技術論、看護学概論）の知識・技術の活用が求められる 

テキスト 

基礎看護学実習Ⅰの詳細については、学内オリエンテーション時（2020 年 2 月初旬）に、【看護学実習要綱 

2019 年度】に基づいて説明を行う。 
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参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

事前の学内学習および病院実習中に、必要に応じて、適宜、紹介、助言する。 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

みなさんは日々、何の支障もなく、日常の生活を営んでいると思います。しかし病気になったり、障害を持つこ

とによって、この当たり前に行っていた食事や入浴、排泄などの日常生活行動が自分で行えない、または他

者の援助がなければ行えない状況に陥ることがあります。このような状況に陥ったら、人はどんな気持ちを抱

くでしょうか。看護者はこのような患者の気持ちの変化をコミュニケーションを通して理解するように努め、その

時の患者の言動や反応から生活上のニーズを分析します。そして患者が抱える不安や苦痛が少しでも改善

できるように、安全・ 

達成度評価に関す

るコメント 

実習評価表による三者評価 (60%）、実習記録(30%)、及び実習態度・学習姿勢・グループ貢献度（10%）で評価

する。適宜、個人面接を実施し、上記の指標をもとに総合的に評価する。 

１．実習評価表の内容は、4 つの実習目標の内容を自己評価、臨床実習指導者の評価、看護教員の評価の

三者評価によって総合的に評価する(60%）。とくに DP5【技能・表現】の内容の DP5-1「看護の対象と良好な関

係を築くことができる」の項目は重点的に評価する。 

２．実習記録の評価内容(30%)は、実習記録に書かれている内容から、DP2【 

 


